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“柳沢げんじぼたる保存会"

矢
落
川
は
ホ
タ
ル
の
里
で
す
。
若

鮎
が
清
流
に
お
ど
る
六
月
、
暮
れ
な

ず
む
岸
辺
に
、
ち
ら
ほ
ら
と
現
わ
れ

た
ホ
タ
ル
は
、
や
が
て
漆
黒
の
聞
の

中
を
無
数
の
流
れ
星
の
よ
う
に
飛
び

か
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
矢
落

川
の
ホ
タ
ル
を
一
度
は
ご
覧
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

矢
落
川
の
ホ
タ
ル
は
、
体
の
大
き

い
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
い
う
種
類
で
、

そ
の
数
の
多
さ
か
ら
、
愛
媛
県
の
天

干795

新しく完成したゲンジボタルの砂
養殖場

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
保
護
し
、
増

殖
を
し
て
い
る
の
が
、
「
柳
沢
げ
ん

じ
ぽ
た
る
保
存
会
」
で
す
。

こ
の
会
は
、
平
成
元
年
に
柳
沢
地

区
の
人
を
中
心
に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
は
百
二
十
名
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
を
増
殖
さ
せ
る
に
は
、
ま

ず
ホ
タ
ル
の
工
サ
の
確
保
が
大
切
で

す
。
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
工
サ
と
な
る

力
つ
二
ナ
は
、
清
流
に
し
か
住
み
ま

せ
ん
。
矢
落
川
は
、
こ
の
力
ワ
二
ナ

の
住
め
る
清
流
な
の
で
す
。
保
存
会

の
活
動
は
、
こ
の
力
ワ
二
ナ
を
生
育

し
て
放
流
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
、
会
員
が
待
ち

望
ん
で
い
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
養
殖

場
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ホ
タ
ル
の
増
殖
が
一
層
効
果
的
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

九
月
四
日
、
こ
の
養
殖
場
づ
く
り

日

ふ

み

に
携
わ

っ
た
会
員
・

有
志

(木
林
森

夢
ク
ラ
ブ

・
後
継
者
協
議
会
)
の
皆

さ
ん
が
パ
ぺ
キ
ュ
ー
の
会
を
行
い

ま
し
た
。
大
き
な
炉
を
囲
ん
で
の
話

題
は
、
も
ち
ろ
ん
ホ
タ
ル
の
こ
と
で

し
た
が
、
や
が
て
河
川
愛
護
の
こ
と
、

観
光
の
こ
と
、
む
ら
お
こ
し
の
こ
と
日

へ
と
発
展
し
て
行
き
ま
し
た
。
ど

「
柳
沢
げ
ん
じ
ぽ
た
る
保
存
会
」
に
ゆ

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
会
長
号

の
西
田
善
生
さ
ん
(
密
⑫
4
7
7
9
)
伺

ま
た
は
、
柳
沢
公
民
館

(官
⑧
2
4
今

O
D
)
ま
で
。
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-9月定例市議会-

…
九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

一

川
の
十
二
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

…

…
今
議
会
で
は
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
関
係
五
件
、
条
例
…

…
関
係
五
件
、
人
事
案
件
一
件
、
そ
の
他
一
件
の
計
十
二
件
が
一

…
提
案
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た

。

…

…

ま
た
、
議
会
人
事
で
新
し
い
正
副
議
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
久
川

一
保
幸
一
氏
、
福
住
幸
男
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

…

提
案
理
由
の
説
明

わ
が
国
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と

と
も
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
蓄
積
さ
れ
た
経
済
の
豊
か
さ
が

必
ず
し
も
国
民

一
人
ひ
と
り
の
生
活

の
ゆ
と
り
や
豊
か
さ
に
結
び
付
い
て

い
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
個
人
の

価
値
観
も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
主
体
的
な
活
力
の
あ

る
地
域
守
つ
く
り
、

地
域
住
民
の
福
祉

の
充
実
、
快
適
環
境
づ
く
り
な
ど
を

積
極
的
に
進
め
る
時
代
が
到
来
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

政
界
再
編
に
向
け
て
模
索
の
時
代
が

始
ま
り
、
景
気
の
動
向
は
国
家
予
算

が
税
収
不
足
か
ら
十

一
年
ぶ
り
に
歳

入
欠
陥
と
な
る
見
通
し
で
、
急
激
な

円
高
と
冷
夏
の
追
い
打
ち
に
よ
り
、
足

踏
み
状
態
に
あ
る
景
気
回
復
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、

市
に
お
き
ま
し
で
は
、
間
近
に
迫
っ

た
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
、
総
合
的

に
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
守
つ
く
り
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
財
政
の
運
営
は
、
景
気
へ
の

配
慮
と
財
政
の
健
全
性
と
の
狭
間
で

な
か
な
か
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
必
要
な
事
業
費
の
確
保
に
配
慮

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
配
分
と
経
費
支
出
の
効
率
化
に
徹

し
、
節
度
あ
る
行
財
政
の
運
営
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
十

一
億
五
百
四
十
万
七

千
円

七
千
百
三
十
二
万
九
千

特
別
会
計

円二
百
二
十
五
万
円
減
額

十

一
億
七
千
四
百
四
十

八
万
六
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

二
百
八
十
億
六
千
四
百
十
八
万
七
千

円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る

と
、
約
九
・

三
%
増
加
し
ま
し
た
。

〈
一
般
会
計
〉

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
、
百
四
十
億
四
千
百
二
十

六
万
五
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と

比
較
す
る
と
二
億
二
千
六
百
三
十
一

万
五
千
円

(
約
一
・
六
%
)
増
加
し

ま
し
た
。

{
総
務
費
}

V

市
制
施
行

ω周
年

記
念
事
業
に
百
万
四
千
円
V
大
洲
地

域
・
大
学
等
高
等
教
育
機
関
推
進
セ

ミ
ナ
ー
開
催
事
業
に
百
六
十
万
円
V

地
方
拠
点
都
市
推
進
事
業
に
五
百
七

十
二
万
円

{
民
生
費
}

V

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
補
助
金
と
し
て
二
百
六

十
万
円
V
県
同
和
会
負
担
金
追
加
と

し
て
三
百
三
十
五
万
八
千
円

一
衛
生
費
}

V

生
活
排
水
汚
濁
改

善
簡
易
設
備
整
備
事
業
に
百
四
十
七

万
円
V
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
設
置
事
業

補
助
金
追
加
と
し
て
九
十
万
円

一
農
林
水
産
業
費
}

V

農
業
後
継

者
就
農
促
進
対
策
事
業
に
二
百
六
十

八
万
二
千
円
V
若
い
農
業
経
営
者
海

外
研
修
事
業
費
補
助
金
と
し
て
三
十

七
万
四
千
円
V
地
域
営
農
推
進
基
金

出
掲
金
と
し
て
四
百
二
十
万
円
V
農

村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
委
託

企
業
会
計

合

計

2 

料
に
三
百
六
十
万
五
千
円
V
間
伐
促

進
強
化
対
策
事
業
に
九
千
四
百
六
十

五
万
千
円
V
地
域
共
同
間
伐
推
進
モ

デ
ル
事
業
に
千
九
百
二
十
二
万
六
千

円
一
商
工
費
}

V

カ
ラ

1
舗
装
、
街

路
灯
、
ア
ー
チ
設
置
事
業
補
助
金
と

し
て
二
百
四
十
四
万
三
千
円
V
観
光

案
内
板
設
置
工
事
に
百
四
十
万
円

{
土
木
費
}

V

道
路
維
持
費
追
加

と
し
て
三
千
万
円
V
道
路
改
良
事
業

に
三
億
五
千
二
百
九
十
九
万
円
V
都

市
計
画
図
作
成
委
託
料
に
三
千
五
百

万
円
V
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
追
加
と
し
て
六
千
四
百
五
十

万
九
千
円
V
新
谷
公
園
整
備
事
業
に

千
二
百
四
十
六
万
三
千
円
V
地
方
特

定
河
川
等
環
境
整
備
事
業
(
肱
川
左

岸
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
の
修
景
)

に
一
億
四
千
万
円
V
公
営
住
宅
建
設

事
業
に
七
百
三
十
九
万
円

一
消
防
費
}

V

消
防
施
設
整
備
事

業
に
七
百
二
十
六
万
五
千
円

一
教
育
費
}

V

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
購
入
費
に
千
三
百
五
十
六
万

六
千
円
V
粟
津
小
学
校
校
舎
建
設
事

業
に
七
百
二
万
七
千
円

一災
害
復
旧
費
}

V

現
年
補
助
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
九
千
百

三
十
七
万
円
V
現
年
補
助
農
林
水
産

施
設
災
害
復
旧
費
に
八
千
三
一
百
三
十

万
四
千
円



大
洲
市
議
会
議
長

久

保

幸

正副議長

ごあいさつ

任就

大
洲
市
議
会
副
議
長

福

住

幸

平
素
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
の

推
進
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
私
、
去
る
九
月
の
定
例
市
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
副
議

長
の
重
職
に
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

男

平
素
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
発

展
の
た
め
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
わ

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
私
、
去
る
九
月
の
定
例
市
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
市
議

会
議
長
の
要
職
に
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。
A
7
あ

ら
た
め
で
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を

痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
い
た
し

ま
し
て
、
議
会
が
市
民
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
、
も

っ
て
市
政
の
発
展
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
努

め
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。ご

承
知
の
よ
う
に
、
今
大
洲
市
は

厳
し
い
農
業
状
勢
、
今
世
紀
中
に
実

就
任
を
い
た
し

ま

し

た

。

ま

た

、
農
林
業
や
、
商
業
な
ど
を

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

め
ぐ
る
状
勢
も
非
常
に
厳
し

い
も
の

そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

決

が

あ

り

ま

す
。

意
を
新
た
に
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
よ
う
な
中
で
今
後
本
市
は
、

先
輩
各
位
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撞
を
い

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
た
新
し
い
都

た
だ
き
な
が
ら
、
職
務
を
全
う
し
て
市
守
つ
く
り
を
進
め
て
ま
い
ら
な
け
れ

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

私
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
久
保
議

ま
す
。

長
の
も
と
で
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
日
の
大
洲

最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

市
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
高
齢
化
や

存

じ

ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を

高
速
交
通
化
な
ど
、
大
き
く
変
わ
ろ
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

現
が
予
想
さ
れ
ま
す
高
速
道
路
、
進

行
す
る
高
齢
化
な
ど
、
ま
さ
に
変
革
の

時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
現
在
市
に
お
き

ま
し
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
、
第

四
次
上
水
道
拡
張
事
業
、
市
立
大
洲

病
院
移
転
改
築
事
業
な
ど
、
新
し
い

時
代
の
到
来
に
対
応
し
、
そ
の
基
盤

と
な
る
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

今
後
更
に
、
地
方
拠
点
都
市
地
域

整
備
計
画
を
は
じ
め
、
農
業
の
振
興
、

商
業
の
活
性
化
、
教
育
文
化
の
充
実

な
ど
、
真
に
豊
か
で
、
住
み
よ
い
ま

ち
守
つ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

考
え
て
お
り

ま
す
。市

民
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の

ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

条
例
関
係
そ
の
他

V
大
洲
市
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
職

員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
V
職
員
の
休
日
、
休
暇
並
び
に
勤

務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
職
員
退
職

手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
立
小
学
校
校
舎
等
建
設
委

員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
平
成
四
年
度
大
洲
市
企
業
会
計
決

日界の
剖
止
疋
に
つ
い
て

人

事

案

件

V
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

大
森
隆
雄
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、

そ
の
後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

(

敬
称
略
)

氏
名

住
所

宇

都

宮

敏

伯

大
洲
市
平
野
町
野
田

一
二
四

七
番
地

生
年
月
日

昭
和
八
年
十

一
月
六
日

議

ム一
A

関

イ系

今
回
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
の

選
挙
、
一
部
常
任
委
員
会
の
副
委
員

長
の
改
選
な
ど
の
議
会
人
事
が

行

わ
れ
、
議
長
に
久
保
幸

一
氏
、
副
議

長
に
福
住
幸
男
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
農
林
委
員
会
副
委
員

長
に
山
下
勝
利
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。{

正
副
議
長
の
選
挙
}

新
し
い
正
副
議
長
の
略
歴
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

久
保
幸

一
議

長

六

十

歳

、
当
選
四

回
、
大
洲
市
農
業
委
員
、
市
議
会
建

設
農
林
委
員
長
、
同
厚
生
文
教
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。
粟
津
中
学
校
卒
業
。

住
所
リ
大
洲
市
八
多
喜
町
甲
一

四

O

二
番
地

福
住
幸
男

副

議

長

六
十
七
歳
、

当

選

一
回、

大
洲
市
森
林
組
合
専
務
理

事
、
市
議
会
同
和
対
策
特
別
委
員
会

副
委
員
長
、
同
建
設
農
林
副
委
員
長

な
ど
を
歴
任
。
大
阪
電
信
電
話
学
校

卒
業
。
住
所
H

大
洲
市
柳
沢
甲
八
九

O
番
地

{
意
見
書
の
提
出
}

V

大
洲
市
行

財
政
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て{

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
}

V

田
淵
保
男
氏

(六
十
歳

)
U

大
洲
市
菅
田
町
宇
津
甲
七
八
六

一
番

地
一市民アンケー卜調査のお願い

大洲市では、平成16年に向け、新し

い総合計画づくリを進めています。そ

こで市民の皆さんが、将来どのような
暮らしを望んでいるのかを調査し、こ
の総合計画に反映させるため、約2，000
人にアンケー卜調査を行います。

市民の皆さんのご協力をお願いいた
します。

[担当]大洲市企画調整課
公⑪21 1 1 (内線341)
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大 洲

(1) 人件費の状況 (普通会計決算)
住民基 本台帳
人口 (5.3.31) 歳 出 額 A 実質 収 支

市

人件費 B

39，143人 144億4，846万円 I4億8，881万円 I30億9，107万円

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2)職員給与費の状況 (普通会計予算)

区分
職員数 *‘Z口』 与 費

A 主*@口 料 職 員手当 期末 ・勤勉手当

5年度 405人 13億1，741万円 l億6，907万円 6億4，615万円

(i主) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

人 件 費率
(B / A) 

21.4% 

計 B 

21億3，263万円

(参考)
3年度 人件費等

19.8% 

1人 当 たり

給与費(BIA) 

527万円

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(5年内 1日現在)

自主 千'丁一 政 職 技 青E 労 務 職
区分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大洲市 276，541円 304，609円 38.6歳 223，306円 232，457円 40.1歳

国 284，003円 38.7歳 262，560円 47.9歳

(4 ) 職員の初任給の状況(5年4月 1日現在)

大 か1'1 市 国
区 分

採用 2年経過日 採用 2年経過 日初 イ壬 ~口〉
小~.ζ口〉 平斗 害頁

初 任 小長会口
e州、:@コ 和十 害頁

大学卒 161，400円 174，600円 161，400円 174，600円
一般行政職

高校卒 131，900円 141，000円 ， 131，900円 141，000円

(ィ主)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5 ) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状沢(5年4月1日現在)

区 分 経験年数 7年 経験年 数 20年 経験年数 24年

大学卒 197，180円 343，900円 379，667円
一 般行 政 職

高校卒 174，600円 277，025円 335，429円

高校卒
技 能 労務 職

中学卒 132，400円 222，100円 266，150円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用さ れ引き続き勤務している場合は、採用後の年数です。

4 
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(6) 一般行政職の級別職員数の状況(5年4月1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8*及 9級 計

標準的な職務内容 主補事 下級 上級
主査 係長

専門
補課佐長 課長 部長

主事 主事 員
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

織 員 数 35 52 16 56 74 31 30 27 6 327 

% % 略 % 。ん % 鴨 @ん % 時

構 成 上と 10.7 15.9 4.9 17.1 22.6 9.5 9.2 8.3 1.8 100 

1年前の % % 持 % 同 。ん 協 。ゐ 拍 幅

構成比
9.8 14.7 8.3 21.5 19.0 6.5 10.1 8.6 1.5 100 

参考
5年前の

% 持 弛 叫 % % 抗 出 。% % 

構成比
4.7 16.9 11.6 26.0 14.4 9.1 8.8 6.9 1.6 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(7) 昇給期間短縮の状況

(8) 職員手当の状況 区 分 JロL 圭ロ↓i 

内

一級行政職 技能労務職
区 分 大 洲 市 国

4年度支給割合 4年度支給割合

期 末 手当 勤勉手当
大

期末手当
6月期 1.6月分 0.6月分 首市{ 

12月期 2.1月分 0.6月分
勤勉手当 3月期 0.55月分

国
と

言十 4.25月分 1.2月分
同
じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

(支給率) 自己都合 勧奨・定年

市大洲 l 勤 続 20年 21.0月分 28.875月分

勤 続 25年 33.75月分 44.55月分
国

勤 続 35年 47.5月分 62.7月分 と

退職手当
同

最高限度額 60.0月分 62.7月分 じ

( 4年 3月
その他の加算措置 定年前早期退職特別措置

31日現在) (2 %-20%加算)

退 職 日寺 勧奨退職

特別 昇 給 2号給
自己都合 勧 奨

1人当たり
57万円 2，193万円

平均支給額

(i主)職務手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る
職員に支給された平均額です。

区 分 内

職 員 数 A 534人 317人 63人

3年度
普通昇給期間 (12-24月)を

8人 6人 O人
短縮して昇給した職員数 B 

lt 率 B/A 1.5% 1.9% 0% 

職 員 数 A 551人 326人 64人

4年度
普通昇給期間 (12-24月)を

233人 111人 40人|短縮して昇給した職員数 B 

比 率 B/A 42.3% 34.0% 62.5% I 

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当支
47.5% 

給職員の割合

特殊勤務 支給対象職員 l人当たり
29，073円

平均支給額
手 当

手当の種類(手当数) 25 

( 4年度)
支給額の多い 研究手当(医療)、精薄者手(児当)施設勤

代表的 手当
務手当、老人ホーム勤務 、税務

な手当
職手当

の名称
多くの職員に 出納員手当、現場監督手当、税務職
支給されてい 手当、精薄者手(児当)施設勤務手当、老
る手当 人ホーム勤務

壬"""占ト 国の制度との異動 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者16，000円、扶養親族2人固まで5，500円、その他1，000円、配偶者のない職員

同
の扶養親族l人目11，000円

住居手当
借家居住者一家賃と11，000円の差額が10，∞0円に達するまでその差額を支給(支給

同
限度額23，000円) 持家居住者一1，000円 (取得後 5年以内2，500円)

通勤手当
通勤距離片道 2km以上 交通機関利用…運賃相当額

異
交通用具利用者については、国の

交通用具利用・・・運賃相当額の約65% 定額方式に対し定率方式を採用

(9) 特別職の報酬等の状況(5年4月 1日現在)

区 分 給料、報酬等の月額 期末手 当

市 長 930.000円
( 4年度支給割合)

助 f交 711，000円
6月 1.6月分

収 入 役 617.000円
12月 2.1月分

t義 長 465，000円
3月 0.55月分

副議長 377，000円
計 4.25月分

L笠 員 344，000円

時間外勤務手当

年度 支給総額 職員 l人当たり支給年額

3年度 6，248万円 117千円

4年度 6，503万円 118千円
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平
成
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

大
洲
市
の
人
口
は
三
万
九
千
八
百
五

十
人
で
、
そ
の
う
ち
何
ら
か
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
一
万
九
千

七
百
八
十
二
人
で
す
。
こ
れ
を
産
業

別
に
分
け
る
と
、
第

一
次
産
業
が
三

千
五
百
五
十
二
人
、
第
二
次
産
業
が

六
千
百
三
十
七
人
、
第
三
次
産
業
が

一
万
八
十
八
人
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
第
一
次
産
業
で
は
、

三
千
四
百
五
十
六
人
が
農
業
に
従
事

し
て
お
り
、
全
体
の
約
九
十
七
パ
ー

セ
ン

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
昭
和
六

十
年
に
三
千
六
百
五
十
三
戸
あ
っ
た

農
家
は
、
平
成
二
年
に
は
三
千
三
百

戸
に
減
少
し
、
五
年
間
で
実
に
一
割

の
農
家
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
農
業
だ
け
で
生
計
を
た

て
て
い
る
専
業
農
家
は
、
平
成
二
年

に
は
六
百
六
十
七
戸
で
、
全
農
家
の

五
分
の
一
と
な
っ
で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
第
一
次
産
業
を
取
り
ま
く

状
況
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う

で
す
。次

に
第
二
次
産
業
を
見
る
と
、
製

造
業
が
三
千
九
百
四
十
六
人
で
、
全

体
の
約
三
分
の
二
を
占
め
、
あ
と
の

三
分
の
一
が
建
設
業
と
な
り
ま
す
。

市
内
の
従
業
員
数
百
一
人
以
上
の
事

業
所
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の

第
二
次
産
業
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
製
造
品
出
荷
額
の
上

位
は
、
電
気
四
百
六
十
六
億
円
(
六

十
二
%
)
、
木
材
八
十
九
億
円

(十

二
%
)
、
窯
業
四
十
三
億
円
(
六
%
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
次
産
業
は
全
就
業
者
の
約
五

十

一パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
業
が
一
番

多
く
四
千
四
百
二
十
五
人
、
次
に
卸

売
・
小
売
・
飲
食
庖
が
三
千
五
百
七

十
八
人
、
運
輸
・
通
信
業
が
八
百
九

十
三
人
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
洲
市
内
に
は
た

く
さ
ん
の
人
々
が
色
々
な
仕
事
に
従

事
し
て
私
達
の
生
活
が
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
す
。
勤
労
感
謝
の
日
に
は
、

働
い
て
い
る
人
も
、
働
い
て
な
い
人

も
み
ん
な
で
勤
労
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

(文
中
の
数
は
平
成
二
年
の
国
勢
調

査
に
よ
る
も
の
で
す
)

十
一
月
は「青

少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」

議i

で
す

みんなで感謝

れ
、
商
庄
や
関
係
機
関
が
連
携
を
は

か
つ
て
万
引
を
中
心
と
し
た
少
年
非

行
防
止
に
努
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た。
大
洲
地
区
の
少
年
非
行
の
状
況
は
、

総
数
で
は
県
平
均
を
若
干
下
ま
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
万
引
、
自
転
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
盗
、
占
有
離
脱
物
横
領
な

ど
、
初
発
型
非
行
は
刑
法
犯
少
年
の

過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

市
内
の
ス

ー
パ
ー
や
書

底
、
雑
貨
庖
な
ど
二
十
六
底
の
代
表

者
と
学
校
や
補
導
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
少
年
非
行
を
誘
発
し
な
い
環
境

整
備
や
防
犯
意
識
の
高
揚
、
補
導
活

動
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勤労感謝の日

時

育
て
よ
う
心
豊
か
な
大
洲
の
子

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

V
家
庭
で
は
、
親
子
の
対
話
を
深
め
、

善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
-
7
。

V
家
庭
や
地
域
で
、
あ
い
さ
つ
運
動

や
愛
の

一
声
運
動
を
進
め
ま
し
ょ

、「ノ。

マ
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
た
め
、
良

い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

品

万
引
な
ど
の

初
発
型
非
行
防
止
を

大
洲
地
区
初
発
型
非
行
防
止
対
策

推
進
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

十

一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の

日
で
す
。
こ
の
祝
日
は
、
勤
労
を
た

っ
と
び
、
生
産
を
祝
い
、
国
民
が
互

い
に
感
謝
し
合
う
日
で
す
。

募集します/大洲市のラシンボルマーワ
大洲市は、平成 6年に市制施行40周年を迎えま

す。これを契機に、大洲市のシンボルマークを制

定することになりました。
ま ち

『活力のある住みよい都市“おおず .!

ー ジしたユニークな作 品 を募集します。

【募集期間】 平成 5年 12月20日まで(当日消印有効

【応募方法] B 4版 サイズの白い用紙(横)に

シンボルマークと 、その説明を入れでくださし」

使用する色は、 4色 ま で。 裏面に、住所、 氏名

(ふりがな)、年齢、性別、職業、連絡先の電

話番号を記入してください。

[お問い合わせ先]

〒 795大洲市 大洲690番 地 の 1 大洲市役所総務

財政課内「大洲市のシンボルマーク募集係Jft⑫
2111 (内線228)

※詳しくは 、今月号に折り込みの募集要領をご覧

くださ ¥"0

このシンボ、ルマ ークは市制施行 40周年記念行事

だけに使用するも のではありません。これから

長年使用 していくものです。

をイメ

大洲市内で

従業員が101人以上いる事業所
(50音順)

事業所名 所在地

(株)アイテック 新谷

倣)愛媛クミアイ食肉センター 春賀

大洲電子工業情) 中村

大洲農業協同組合 東大対11
1
1

大対11
1峰製倣) 西大洲

(株)西田興産 徳森

松下寿電子工業側大洲事業部 東大対11
1
1 I 

(株)ミュウプロダクツ 徳森

村上工業倣) 北只

村上集成材倣) 北只

(問年度版大洲商工会t噺
特定商工業者名簿より / 



稽
泌
総
帽
に

S
O〈
万
剣
展
の
ご
案
内
〉

日
本
万
は
、
平
安
後
期
頃
か
ら
武

器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
が
、
現
在
は
卓
越
し
た
技
術
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
工
芸
美
術
品
と

し
て
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

近
世
の
大
洲
に
は
、
数
々
の
万
工

が
現
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
岡
本
万

工
は
、
初
代
岡
本
治
兵
衛
国
道
の
と

き
、
藩
主
泰
興
に
抱
え
ら
れ
、
以

来
大
洲
藩
の
お
抱
え
工
と
し
て
、
代

々
秀
れ
た
作
品
を
世
に
残
し
ま
し
た
。

特
に
六
代
隆
園
、
七
代
田
良
は
、
地

方
で
は
ま
れ
な
る
名
工
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
博
物
館
で
は
、
万
剣
展
と
題

し
て
、
大
洲
の
名
工
の
作
品
を
は
じ

め
、
全
国
的
に
有
名
な
、
了
戒
の
万
、

末
国
光
の
脇
差
、
保
昌
貞
末
の
短
万

な
ど
多
数
展
示
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
昭
和
三
十
六
年
発
足
以
来
、

地
道
な
研
究
活
動
を
行

っ
て
い
る
大

洲
万
剣
会
会
員
の
皆
さ
ん
の
所
蔵
の

も
の
で
す
。

今
回
の
展
示
は
三
日
間
と
限
ら
れ

た
日
数
で
す
が
、
是
非
こ
の
機
会
に

普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
万
剣
類

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

{
開
催
期
間
}

十
一
月
一

日
聞
か
ら
十
一

月
一
一
一
日
附

{
場
所
}

大
洲
市
立
博
物
館

五
階
展
示
室

{
主
催
}

大
洲
市
立
博
物
館

大
洲
万
剣
会

....市指定有形文化財
万銘隆国文政三年二月日
脇差 (同上)

敬
老
の
日
を
前
に
、
九
月
八
日
と

十
日
の
両
日
、
桝
田
市
長
が
市
内
の

長
寿
者
宅
や
老
人
福
祉
施
設
を
訪
問

し
、
お
祝
い
の
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た。
八
日
は
、
数
え
年
百
歳
以
上
の
東

新
太
さ
ん
(
平
地
)
と
矢
野
タ
カ
ヱ

さ
ん
(
東
宇
山
)
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
年
百
歳
を
迎
え
た
東
さ
ん
は
、
耳

が
遠
い
以
外
は
健
康
状
態
も
良
好
で
、

毎
日
の
よ
う
に
散
歩
し
、
庭
の
草
引

き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
長
寿
の

秘
け
つ
は
、
毎
晩
少
し
ず
つ
飲
ん
で

A
h
v
百
歳
の
東
新
太
さ
ん
い
る
白
ワ
イ
ン
だ
そ
う
で
す
。

.で、

医
善地陸当さュ=とティ¥

推進委 員 会/

パ
ソ
コ
ン
教
室
生
募
集

パ
ソ
コ
ン

通
信
「
ひ
ば
り
、
不
ッ

ト
」

を
実
施
し
て
い
る
肱
川
流
域
グ
リ
ー

ン
ト
ピ
ア
構
想
事
業
化
推
進
協
議
会

で
は
、
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る

地
域
の
人
材
育
成
の
た
め
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
を
開
設
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

{
開
設
場
所
}
大
洲
市
菅
田
町

大
洲
市
森
林
組
合
二
階

三
善
地
区
で
は
地
域
あ
げ
て
の
花

づ
く
り
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
八
月
一
日
以
降
、
春
賀
連

絡
所
前
バ
ス
停
か
ら
三
善
小
学
校
に

至
る
道
路
に
白
い
プ
ラ
ン
タ
ー
が
並

び
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
善
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
が
補
助
を
受

け
て
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
三
善

地
区
内
の
教
育
、
文
化
団
体
や
企
業

な
ど
住
民
が
総
参
加
で
花
づ
く
り
を

し
て
い
る
も
の
で
す
。

七
月
三
日
に
鉢
上
げ
を
し
た
苗
は
、

童
七
月
い
っ
ぱ
い
小
学
校
の
校
庭
で
育

伺

て
ら
れ
、
百
四
十
五
個
の
プ
ラ
ン
タ

校

l
に
移
植
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
に
な

円子ト

る
と
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド

ー一

が
赤
や
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
つ
け
、

る
私
た
ち
の
目
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し

そ

た

。
こ
の
間
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
順

潮
番
で
水
を
や
り
、
小
学
生
が
プ
ラ
ン

叫

タ
l
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

タ
こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
、
さ
ら
に

一フ

キ
ン
セ
ン
カ
、
パ
ン
ジ
ー
、
ハ
ボ
タ

訂
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
o

三
善
地
区

の
皆
さ
ん
に
よ
る
こ
の
『
フ
ラ
ワ
ー

ロ
l
ド
』
を
お
楽
し
み
に
/

{
開
設
期
間
}
平
成
五
年
十
二
月
三

日
か
ら
十
二
月
二
十

一
日
(
毎
週

火
曜
日
と
金
曜
日
)
、
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で

{
受
講
料
}
無
料

{
定
員
}
六
名
程
度

一
申
し
込
み
先
及
び
期
限
}
大
洲
市

東
大
洲

一
九

O

グ
リ
ー
ン
ト
ピ

ア
情
報
セ
ン
タ
ー
E
⑫
2
2
5
5

平
成
五
年
十
一
月
二
十
五
日
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

7 



子さん (西大洲 ・38才)

茨城県出身

V
平
成
二
年
九
月
に
大
洲
へ
来
ま
し

た
。
学
生
の
頃
、
主
人
(
達
也
さ
ん
)

と
知
り
合
い
、
結
婚
し
て
か
ら
は
、

京
都
府
、
滋
賀
県
、
千
葉
県
と
転
勤

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
主
人
の
親
元

に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

V
出
身
は
茨
城
県
の
つ
く
ば
学
園
都

市
の
中
心
部
で
す
。
内
陸
部
で
、
大

洲
と
似
た
よ
う
な
所
で
す
が
、
東
京

に
近
い
と
か
、
大
学
が
あ
る
と
か
で
、

友達がたくさんできました

No.134 訪問さ

ノすドミントンで

厚

ん

5頁丘〈

奥

-。

文
化
的
に
は
大
洲
と
比
べ
て
発
達
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

V
大
洲
は
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
が

す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
特
に
我
家
か

ら
の
景
色
は
最
高
で
す
よ
。
ま
わ
り

解
放
の
日
を
め
ざ
し
て

が
す
べ
て
水
田
で
す
か
ら
、
春
に
は

口
効
ざ
め
喝
憶
説

レ
ン
ゲ
畑
、
田
植
え
の
頃
は
湖
、
夏

O
在
ら
の
般
般
に
立
ち
上
が
る
人
々

が

ね

た

~

い

し

品

今

ち

は
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
、
秋
は
黄
金
色
対
象
地
域
に
は
、
前
号
で
の
べ
た

り

ん

ぽ

か

ん

'u
ん

ぷ

L
-
-
A
'
t
じ，
e

の
海
原
と
、
自
然
が
身
近
に
あ
り
ま
隣
保
館
の
ほ
か
に
、
文
部
省
の
補
助

す。

千
葉
に
い
た
頃
は
、
努
め
て
ア
均
均
一
掛
川
一
引い
官
能
、
監
民
自
さ
れ
る
「
松

ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
明
会
激
清
集
会
所
」
が
あ
り
ま
す
。

の
で
す
が
、
大
洲
で
は
そ
の
必
要
は
向
現
在
、
大
洲
市
に
は
、
八
つ
の
社

な

い

よ

う

で

す

。

開

会

教

育

集

会

所

が

詑

号

さ

れ

て

い

ま

V
大
洲
に
は
立
派
な
体
育
館
が
あ
り
却
す
。
そ
こ
で
は
、
船
艇
を
め
ざ
し
て
、

同匂

が
ぐ
し
吻
う
か
つ
ど
う

ま
す
ね
。
こ
ち
ら
に
来
た
頃
は
友
達
四
学
習
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・
文
化

も
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
体
育
館
叩
活
動
・
子
供
会
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活

g

じ

し

吻

て

き

し

ゅ

で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
よ
う
に
な
間
動
等
、
様
々
な
活
動
が
自
主
的
、
主

っ
て
、
友
達
が
い

っ
ぱ

い
で
き
ま
し
問
伽
町
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
。
皆
さ
ん
に
暖
か
く
受
け
入
れ
て
問
〔
A
婦
人
の
手
記
よ
り
〕

も

ら

っ

た

ん

で

す

よ

。

拘

私

は

、

婦

人

学

級

の

同

和

教

育

教

V
大
洲
に
来
て
間
も
な
い
頃
、
松
山

間
室
に
参
加
し
、
出
席
の
回
を
重
ね
る

の
デ
パ
ー
ト
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
叩
毎
に
、
し
だ
い
に
時
恥
を
持
ち
、
自

っ
た
帰
り
の
で
き
ご
と
で
す
。
行
っ
町
分
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
ら
乗
れ
る
は
ず
の
パ
ス
は
一
時
間
叩
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

半
待
ち
、
鉄
道
も
何
時
に
発
車
す
る
一
同
和
教
育
は
、
世
献
岳
苧
ふ
貯
刊

の
か
わ
か
ら
な
い
。
で
結
局
、
主
人
叩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
診

に
自
家
用
車
で
一
時
間
半
か
け
て
迎
叩
別
を
な
く
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

え
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
(
笑
)
間

同
和
教
育
は
、
む
ず
か
し
い
も
の
と

V
市
に
お
願
い
で
す
が
、
総
合
体
育
問
か
、
自
分
に
は
酌
お
が
な
い
と
思
わ

館
の
よ
う
な
立
派
な
市
民
会
館
を
つ
付
れ
る
人
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
考
え
お

く
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
質
の
高
間
い
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

い
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
向
し
よ
う
か
。

し

て

欲

し

い

で

す

。

吋

私

も

、

学

習

を

進

め

る

う

ち

に

、

V
こ
れ
は
、
だ
れ
に
お
願
い
し
て
よ
い
時
そ
れ
ま
で
は
、
ひ
と
り
で
昨
即
し
て

か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
家
族
連
時
い
け
な
か

っ
た
日
常
生
活
の
中
の
様

れ
で
行
け
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
叩
様
な
問
題
を
、
自
分
な
り
に
、
少
し

ン
と
大
き
な
デ
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
ら
間
ず
つ
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

い
い
で
す
ね
。

持

う

に

な

っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

務総務総務総

No.181 

8 

人
権
と
同
和
教
育

こ
れ
か
ら
も
、
婦
人
学
級
に
は
、

で
き
る
だ
け
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

ぜ

ん

と

き

ほ

う

吻

め

す
。
前
途
に
希
望
を
持
ち
、
夢
を
い

だ
い
て
生
き
て
い
く
た
め
に
も
、

〔
B
婦
人
の
手
記
よ
り
〕

私
た
ち
は
、
子
供
の
頃
、
何
も
わ

か
ら
な
い
幼
い
頭
に
「
昔
か
ら
部
落

と
い
う
も
初
が
あ
っ
で
、
そ
こ
に
住

む
人
は
差
別
さ
れ
る
の
だ
。
L

と
知
ら

り

ふ

じ

ん

さ
山
山
一
引
き
崎
礼
た
。
そ
の
理
不
尽
さ

と
無
知
さ
加
減
を
、
こ
れ
か
ら
も
同

じ
よ
寸
に
、
自
分
た
ち
の
子
供
が
、

受
け
継
い
で
い
く
と
す
れ
ば
、
本
当

お
そ

に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

部
落
は
、
あ

っ
て
当
た
り
前
と
考

え
て
い
る
人
た
ち
の
ど
れ
だ
け
が
、

し
ん
じ
っ

真
実
を
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

お
そ
ら
く
、
そ
の
人
た
ち
北
、
何
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
間
違
っ
た
考

え
方
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
い

じ
ん

〈今
切
汗
供
た
ち
が
A

慨
は
ル
穴
、
減

織
や
結
婚
な
ど
で
、
部
落
差
別
に
直

面
し
て
苦
し
む
よ
う
な
こ
と
が
、
も

し
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
誰
の

責
任
な
の
で
し
ょ
う
か
。
他
内
一
兆
な

い
、
私
た
ち
が
A
7
の
う
ち
に
解
決
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で

eAう
せ

い

め

ん

さ

べ
つ

す
。
そ
し
て
、
行
政
面
で
も
差
別
を

じ
-

こ

う

ど

り

兵〈

は
ね
返
す
こ
と
を
実
行
努
力
し
て
、

し
人

み

ん

し

勾

か

一
日
も
早
く
、
真
の
民
主
国
家
に
な

る
よ
う
心
か
ら
願
う
も
の
で
す
。
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9月11日(士)砂

高齢者の皆さんの運転技術の向上さ図3
だめ、高齢者安全運転講習会n大洲自動

車教習所で開催され示レた。

皆さん少々緊張ぎみにハンド/しき握って

いぎレた。

‘9月9日休)
一般県道坊屋敷IJ、回線の大洲

市と肱川町き結β[坊屋敷橋n
新しく怠lj示しだ。この日開

催されだ渡lj初め式!こ16肱川

町の沖野藤徳さん一家き16じ
めとす3三組の三世代家族の

皆さん、大成小学校鼓笛隊、

地域住民の皆さんちどが参加

しまレだ。

‘9月17日(金)
V観光イモ園nオーブンレぎした。

上須戒保育所の皆さん丹、大さちイモl己千ヤ

レンラコレまレ定。

織 愛媛学セミナーわが小る怒とと君主媛学

拡 JI/ とくら

~ .. ‘9月11日(封

し

• 

'N^'"'~~士一 「わがß\~さとと愛媛学J~肱川と く ら

‘9月24日(金)
肱北河原で「ウの感謝祭Jn
行われました。うh'いの主役

を努めたウさねぎらうだめ関

係者40人n集ぎりまじた。 r :

9月27日(月)砂

大洲市社会福祉協議会で16、
手話吋一つ/し「ドリー仏」の

協力き得で手話教室き開設じ

ています。この日行われた記

念講演に16120人の参加者n
あし/、手話12閉じての関心n
高ぎつでい3ょうです。

レ~と題レで愛媛学セミナーが開催さ

れまレだ。

ごれ16郷土l己誇ljきちち、心豊h'窓生

活n送れ3ょう、県生涯学習センヲー

怠どn開催レだちのです。



皆
さ
ん
は
、
郵
便
ポ
ス
ト
の
集
配
時

間
表
の
上
に
、
透
明
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
卜

で
点
字
が
打
つ
で
あ
る
の
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
あ
る
新
聞
の
投
書

欄
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ

ュ
ー
に

点
字
を
添
え
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
の
不
自
由
な
人
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
街
に
な
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に
点
字
を
覚

え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
大
洲
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
点
字
教
室
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

九
月
三
十
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金
一
封
(
第
二
十

一
回
愛
媛
ハ
ム
の

つ
ど
い
大
洲
大
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
収
益

金
)
田
口
大
洲
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

ク

ラ

ブ

代

表

久

保

園

夫

(指
定
配
分
)

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

中

村

二
宮

幸

子

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

大

洲

玉

井

冨

子

金

一
封

(
菅
団
地
区
社
協
へ

)

菅

田

町

中

野

善

高

金

一
封
(
喜
多
地
区
社
協
へ
)

点
字
教
室
開
催
要
項

【
日
時
】

十

一
月
二
十
七
日
出
か
ら

毎
週
土
曜
日
日
時

1
日
時
ま
で

全
十
二
回
(
修
了
予
定
日
、
三
月

五
日
)

{
場
所
】
中
央
公
民
館

【
講
師
}
愛
媛
県
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

主
事
白
石
卓
也
先
生

点
字
サ
ー
ク
ル
ひ
と
み

【
受
講
料
】
全
期
開
通
し
て
千
円

※
今
月
発
行
の
社
会
福
祉
協
議
会
会
報

「
し
あ
わ
せ
』
に
詳
し

い
内
容
と
申
し

込
み
書
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
電
話
で
の
申
し
込
み
に

も
応
じ
ま
す
。
含
⑪
3
5
0
9

五

郎

松

本

幹

枝

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

深

井

正
人

金

一
封

(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ
)

上

須

戒

成

岡

好

行

(
物
品
の

口
座
)

雑
巾
五
十
六
枚
(
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l
訪
問
世
帯
へ

)

大

洲
中
央
公
民
館

内

大

洲

婦

道

会

会

長

白

石

成

子

手
作
り
お
手
玉
二
百
十
個
手
編

み
カ
ゴ
二
個
(
各
施
設
へ
)

若
宮
口
問
団
ク
メ
子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

ハローワーク大洲からのお知らせ

11月は「建設雇用改善推進月間」です.ノ

建設業に働く方の雇用の改善は進んでいますか

建設業を営む事業主の皆さん、入手不足が一層深刻化しています。

建設業に働く方の雇用の改善を進めましょう。

ハローワーク大洲(大洲公共職業安定所)

ft24-3191 

手
づ
く
り
雑
巾
を
寄
贈
す
る

4

司

大
洲
婦
道
会

図書館

新
刊
図
書
案
内

強
く
生
き
る
た
め
の
心
の
法
則

村
崎
光
邦
著

知

に

し

で

思

樋

口

慶

太

郎

著

頭
の
財
産
犯
の
増
や
し
か
た藤

本
義

一
著

日
本
の
街
道
も
の
知
り
事
典

児
玉
幸
多
監
修

信
長
の
戦
国
軍
事
学
藤
本
正
行
著

心
や
さ
し
き
勝
利
者
た
ち
日
本
テ
レ
ビ

日
本
神
話
の
考
古
学

森

浩

一

著

江
戸
お
も
し
ろ
か
な
し
大
名
読
本

新
人
物
往
来
社

中
華
の
発
想
と
日
本
人
光
田
明
正
著

会
社
ス
ト
レ
ス
症
候
群
河
野
友
信
著

世

代

開

戦

争

小

林

吉

弥

著

危

機

を

活

か

す

堺

屋

太

一

著

日
本
正
々
堂
々
の
大
国

P
-
オ
ッ

ペ
ン
ハ

イ
ム
著

小
沢

一
郎
探
検
朝
日
新
聞
政
治
部
編

利
権
癒
着
共
同
通
信
社
社
会
部
編

い
の
ち
と
愛
を
は
ぐ
く
む
性
教
育

田
中
紀
久
美
他
著

民

族

世

界

地

図

浅

井

信

雄

著

世

界

の

国

旗

森

重

民

造

著

新
公
文
式
算
数
の
ひ
み
つ
公
文
公
他
著

夕、フ

l
に
メ
ス
を
入
れ
た
外
科
医

榊

原

宣

著

腰
痛
撃
退
ゴ
ム
バ
ン
ド
健
康
法

山
田
日
間
著

健
康
守
つ
く
り
の
ワ
ナ
小
野
三
嗣
著

復
元
大
系
日
本
の
城
9

、
き
ょ
う
せ
い

新
し
い
旅
の
は
じ
ま
り
高
田
公
理
他
編

火

垂

る

の

墓

野

坂

昭

如

原

作

運

を

育

て

る

米

長

邦

雄

著

わ
れ
本
日
ゴ
ル
フ
に
開
眼
す

高
橋
三
千
綱
著

村

上

龍

著

新
世
界
の
ビ

l
ト

10 

男

と

女

の

品

定

め

中

村

喜

春

著

そ
の
場
し
の
ぎ
の
英
会
話阿

川
佐
和
子
著

使

え

る

英

語

大

橋

巨

泉

著

続
・
激
石
先
生
ぞ
な
、
も
し半

藤

一
利
著

山

績

に

光

求

め

て

蓮

賓

淳

夫

著

写
俳
亭
の
自
作
案
内
伊
丹
三
樹
彦
著

砂

の

よ

う

に

眠

る

関

川
夏
央
著

域
泊
の
道
殺
人
事
件
内
田
康
夫
著

邪

し

き

者

羽

山

信

樹

著

旭
日
の
艦
隊
5

荒
巻
義
雄
著

と
び
だ
せ
新
選
組
桑
原
譲
太
郎
著

高

校

教

師

野

島

伸

司

著

前

へ

、

進

め

佐

藤

洋

二
郎
著

風

の

向

こ

う

に

安

部

譲

二

著

越
後
湯
沢
殺
人
事
件
西
村
京
太
郎
著

ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
迷
宮
佐
々
木
譲
著

越

境

者

戸

井

十

月

著

虹

の

橋

津

田

ふ

じ

子

著

剣
鬼
・
佐
々
木
只
三
郎
峰
隆
一
郎
著

夕

焼

け

の

町

嵐

山

光

三

郎

著

た
か
じ
ん
胸
い
っ
ぱ
い

や
し
き
た
か
じ
ん
著

男
が
女
を
嫌
い
に
な
っ
た
日三

枝
成
彰
著

心
に
ち
ょ
っ
と
深
呼
吸
加
賀
美
幸
子
著

怒

涛

の

虫

西

原

理

恵

子

著

道

楽

王

鴻

上

尚

史

著

オ
ホ
ー
ツ
ク
街
道
司
馬
遼
太
郎
著

サ
ッ
カ
ー
戦
争R

-
カ
。フ
シ
チ
ン
ス
キ
著

ぼ
く
の
欲
し
か
っ
た
も
の

K
・
サ
イ
マ
ル
著

ズ
ボ
ン
が
は
き
た
か
っ
た
の
に

L
・
カ
ル
一
ア

ッ
ラ
ザ
者

秋
の
読
書
週
間

m
R
U白
1
行
月

9
a

「ゆ
っ
く
り
と
各
駅
停
車
本
の
旅
」



新
レ
い
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん

げ
決
ま
り
ま
レ
だ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
各
担
当

地
域
に
お
い
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
櫛
部
佐
敏
氏
、
梅
原
義

明
氏
の
退
任
に
伴
い
、
後
任
の
委
員
二

人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

O
氏

名

友

松

豊

子

宮

⑪

6
4
0
4

住
所
大
洲
市
中
村
四

O
七

担
当
区
域
土
地
蔵
西
・
伺
東
・
下

地
蔵
・
大
黒
・
恵
美
須
・
射
場

。

氏

名

新

武

賓

宮

⑪

5
4
0
9

住
所
大
洲
市
田
口
甲
二
五

一
三

担
当
区
域
白
方
・
多
賀
・
立
岡
・

河
内
・
中
ヶ
市

※
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
、

平
成
七
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

新
レ
い
人
権
擁
護
委
員
巴

西
岡
哲
義
さ
ん

本
年
七
月
十
五
日
付
け
で
、
法
務
大

臣
か
ら
次
の
人
が
、
市
の
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
不
当
な
差
別
や
い
や
が
ら

水道業者の

漏水当番

11月 3日(水)

11月 6日仕)

せ
な
ど
の
人
権
侵
害
を
受
け
た
り
、
結

婚
、
扶
養
、
相
続
な
ど
の
家
庭
内
ゃ
、

騒
音
、
振
動
、
悪
臭
な
ど
に
よ
る
隣
近

所
と
の
も
め
ご
と
、
借
地
、
借
家
問
題

な
ど
で
困
っ
て
い
る
場
合
に
、
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
ま
す
か

ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

{
新
し
い
委
員
】

氏

名

西

岡

哲

義

住
所
大
洲
市
菅
田
町
宇
津
甲
3
5
7

番

地

公

⑫

5
4
2
3

大
学
等
高
等
教
育
機
関
推
進

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
レ
ま
す

大
洲
市
で
は
、
若
者
が
定
住
で
き
る

魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

学
園
都
市
構
想
に
よ
り
、
大
学
な
ど
の

誘
致
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
を
行

っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
基
本
計
画
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
熟
度

を
高
め
、
内
容
に
つ
い
て
も
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
大
洲

地
域

・
大
山
一
子
等
高
等
教
育
機
関
推
進
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

日
月
却
日
冊
目
時

l
M
時

11月 7日(日)

11月13日仕)

11月14日(日)

{
場
所
】
大
洲
市
庁
舎
大
ホ
|
ル

【
参
集
者
】
各
種
団
体
市
民
約
二
百
人

【
内
容
}

O
記
念
講
演

(早
稲
田
大

学
教
授
尾
島
俊
雄
氏
)

O
パ、
不
ル

討
議
(
愛
媛
大
学
教
授
佐
藤
晃

一
氏

他
)
O
意
見
交
換

O
そ
の
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企

画

調

整

課

⑪

2
1
1
1
(3
4
1
)

訪
ね
て
み
だ
い
観
光
百
景

写
真
宏
募
集
/
-

広
域
観
光
行
政
推
進
の
た
め
、
大
洲

市
、
松
山
市
を
は
じ
め
と
す
る
、

二
十

二
市
町
村
を
対
象
と
し
た

『訪
ね
て
み

た
い
観
光
百
景
」
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
各
地
の
す
ば
ら
し
い
情
景
を
撮
影

し
て
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
締
め
切
り
】
平
成
六
年
二
月
二
十
八

日

開

発

表

は

三
月
下
旬
に
入
賞
者

へ
直
接
行
い
ま
す
。

{
題
材
}
松
山
市
・
北
条
市
・
伊
予
市

大
洲
市
・
伊
予
郡
・
上
浮
穴
郡
・
喜

多
郡

・
温
泉
郡
内
の
観
光
地
、
風
物

イ
ベ
ン
ト
、
行
事
な
ど

{
応
募
サ
イ
ズ
】
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
四

切
お
よ
び
フ
ィ
ル
ム

【
賞
}
入
賞
百
点

(
記
念
品
贈
呈
)

11月20日仕)

11月21日(日)

11月23日伏)

【
そ
の
他
}
応
募
資
格
:
・
:
制
限
な
し

(プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
な
い
)

撮
影
は
平
成
五
年
三
月
以
降
に
撮
影

し
た
も
の
で
、
作
品
の
裏
面
に
撮
影

場
所
、
撮
影
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

フ
ィ
ル
ム
と
と
も
に
提
出
の
こ
と
。

入
賞
作
品
選
定
は
、
主
催
者
が
行
な

い
、
入
賞
作
品
は
観
光
宣
伝
資
料
と

し
て
利
用
す
る。

入
賞
作
品
は
、
写

真
、
フ
ィ
ル
ム
と
も
に
返
却
し
な
い
。

一
王
催
】
松
山
市
、
松
山
地
区
広
域
観

光
推
進
協
議
会

{
送
り
先
】

〒
別
松
山
市
二
番
町
四
丁

目

七

二

松

山

市

役

所

観

光

課

8
0
8
9
9
⑬
6
5
5
7
 

看
護
婦
さ
ん
/
・
あ
ち
だ
の

資
格
を
活
介
レ
ま
せ
ん
介

高
齢
化
社
会
の
到
来
、
医
療
の
高
度

化
に
よ
り
、
保
健
医
療
や
福
祉
の
場
で

看
護
職
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
愛
媛
県
下
ナ

l
ス
セ
ン
タ

で
は
、
ナ

l
ス
パ
ン
ク
事
業
と
し
て
、

家
事
や
育
児
な
ど
の
た
め
現
在
離
職
さ

れ
て
い
る
看
護
婦
さ
ん
が
、
復
帰
さ
れ

る
場
合
の
再
就
職
の
お
世
話
を
し
て
い

11月27日凶

11月28日(日)

詳しくは水道課まで

ま
す。

次
の
と
お
り
、
ナ

l
ス
パ
ン

ク

移
動
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
現
在
離

職
中
の
看
護
婦
さ
ん
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
十

一
月
十
二
日
幽

O
土
寸

1
5
土
寸

【
場
所
】
八
幡
浜
市
北
浜

一
丁
目

八
幡
浜
商
工
会
館

ま
た
、
愛
媛
県
で
は
、
各
地
方
局
ご

と
に
愛
媛
県
看
護
婦
等
就
業
協
力
員
を

委
嘱
し
、
看
護
職
員
の
就
業
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

{
日
時
】

{
場
所
】

毎
月
第

一
月
曜
日

日
時
却
分

1
日
時
却
分

八
幡
浜
市
松
柏

八
幡
浜
中
央
保
健
所

2
0
8
9
4
⑫
4
1
1
1
 

平
成
五
年
緑
化
募
金
の
実
績

緑
の
羽
根
募
金
は
、
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
七
十

一

万
八
百
八
円
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
緑
化
推

進
活
動

(苗
木
の
配
布
等
)
の
た
め
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ft24-3753 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

岡福 水 道 工 事 庖

ft24-3656 

内田電気水道設備

合 25-2858

大塚鉄工所

ft25-0300 
(有)オクダ設備z

ft24-3674 

神 南 設 備

ft25-4684 

神田鉄工所

ft24-4122 

久保鉄工所

ft26-0537 

城戸電業社

ft25-2944 

(有) ア サ ノ 設 備

ft24-0783 

土 居 鉄工所側

まま 24-4519

佐藤水道庖

合 24-4410

南予水道住設(有)

含 25-1350

浜住設備

ft25-4645 

(有)星加水道設備

告 26-0020

滝田水道庖

ft25-0901 

徳森設 備

ft25-4023 

中 野管工事工業

ft24-3792 

(有)丸電工業

ft24-5351 

西田 水 道 庖

ft26-0265 

9月末 までの

大洲 市 内の交通事故

9月末現在 昨年同期

イ牛 数 1 9 0 173 

負 傷者 255 236 

死 者 4 3 
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相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

e

{
交
通
事
故
相
談
】

、一

日
時

日
月
8
日
間

叩
時
1
日
時

対

日
月
ロ
日
間

叩
時
1
日
時

4
4

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

報

{人
権
相
談
】

広

日
時

日
月
日
日
間
日
時
1
日
時

l
l
l
場
所

三
菱
口
連
絡
所

日
時

日
月
詑
日
間
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談

第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

土
寸
事

O
土
寸

1
2主
寸
、

3
土
寸

1
6土
寸

H
R

I

H

l
H

I
H

I
H
 

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(市
役
所
別
館
二
階
)

【家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

{行
政
相
談
】

日
時

日
月
初
日
出

9
時
l
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
含
⑪
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
包
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【社
会
保
険
相
談
】

日
時

日
月
5
日
也
、
白
日
附

O
土
寸

1
6土
寸

I

H

1
日

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

担
当

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
公
@
0
9
4
7

【不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

日
月
日
日
開

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
鮒
フ
ヂ
エ
ダ

{青
少
年
相
談
電
話
}

日

時

毎

日

の
執
務
時
間
中

含

(ω
n
p
μ
M
h

【定
期
税
務
相
談
}

日
時

日
月
ロ
日
幽

叩
時

1
日
時

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

保健センターだより

.乳幼児健康診断4・
実施日 該 当 者

11月 2日伏) 平成 5年 6月生※

11月 9日伏) 平成 5年 3月生※

11月11日(木) 平成 4年 4月生

11月16日伏) 平成 4年12月生※

11月30日伏) 平成 2年10月生

※は肱南・久米 ・肱北 ・喜多・平

地区のみ

受付時間 13時-13時30分

実施場所 大洲保健 センター

持参品 母子健康手帳

11月 9日は育児相談だけです。

.健康相談4・
日日寺 11月10日(制

9時30分-12時、13時-15時

場 所 市 役所 2階大ホール

日日寺 11月24日(水)

9 時30分-12時、13時-15日寺

場所 大洲 市保健センター

日時 11月26日幽

13時 30分 -15時

場所 肱北公民館 2階和室

※今月はいずれの日も成人病検

診の結果返しと栄養相談を併

せて行います。 (午後は医師

による健康相談 あり )

.胃及び大腸がん検診.

実施日 場 所

11月 4日(木) 新谷連絡所

11月 5日(鉛

11月10日(水) 菅団連絡所

11月11日(木) 。

11月18日(木) 南久米連絡所

11月19日後) 平野連絡所

受付時間 8時-10時

検診料 胃がん検診 900円

大腸がん検診 400円

対象者 40歳以上の人

※大腸がん検診は申し込みが必要

公 24-3??5

清家産婦医院(東大洲)

加戸病院(若宮)

まま 24-5101

泉内医院(東大洲)

(日)

大洲中央病院(東大洲)

一療
一

一AM
P

一

二
冨ロ

一

一患
一

一急
一

一日

一

一世小
一

-，4
E
-

ft24-6868 )
 
〈l
 
J
 

(
 

11月3日

11月7日

当

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

日
月
4
日
附

場

所

時

間

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

町、

J
J

土
寸
⑪
¥
ワ

1
2
土
寸

t

・H
H
q
u
ノ
J

1
4
門口

3
土
寸

1
6
土
寸

1
i
nn

-

A

H
H
 

市
立
大
洲
病
院

ft24-6407 

合 24-4551

松元産婦医院(中村)

大討'i'I中央病院(東大iJHl

石川内医院(若宮)

ft24-3306 

大社i'I中央病院(東大洲)

ft24-3067 

ft24-4551 

11月14日

)
 

円

H(
 

11月21日

(日)

歯

圭.~
_ Õ~民

科

相

実
施
日

内

容

日
月
口
日
附

ミ

セ
ス
歯
科
相
談

日
月
白
日
制

乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
⑪
3
1
6
5

ft24-4551 

12 

小川整形医院(三の丸)

市立大洲病院(鉄砲町)

中塚内医院(西大洲)

(日)

大洲中央病院(東大洲)

合 23-5596

ft24-0606 

ft24-4551 

ft24-2151 

11月23日

I.:XJ 

11月28日

お
お
ず
赤
煉

E
舘
ご
案
内

可F 可V

11宮 10広
月岡月重
27洋 30東
日 一 日海
仕)彫 w道
1刻 1五
12グ 11十
月 ル 月 三
12 I 23次
目 プ 日版
(日)展伏)画

展

県
民
総
合
文
化
祭
合
唱
公
演

日
月
H
日
間
、

日
時
叩
分
か
ら
大
洲

市
民
会
館
で
、
県
民
総
合
文
化
祭
合
唱

公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は、

県
内
の
合
唱
団
体
十
五
団
体
の
出
場
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
釆
場
く

だ
さ
い
。

土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査

を
実
施
し
ま
す

日
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

一
済
に
土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査
を
行

い
ま
す。

調
査
員
が
叩
月
下
旬
か
ら
調

査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
伺

っ
て

い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

{お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
役
所

企
画
調
整
課
⑪
2
1
1
1
(3
4
2
)
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